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)1()1log(3 xxy  と、 )1()1log(3  xxy は、 y 軸に関して対称である。 

1C 上の点 )1())1log(3,( tttA  における、 1C の接線は )1log(3)(
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この接線と、 Aにおいて直交する法線は )1log(3)(
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この法線と、 y 軸との交点が P であるから 
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B は y 軸に関して Aと対称であるから tAB 2  22 APAB  より 
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0t は PBA  となるので、不適。 9)1( 2  t  31  t  2,4t  t1 より 2t  

 

4 ABPBPA であり、
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
APB であるから 

円C と直線 3log3y で囲まれた部分の面積は 
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曲線 1C と、 x軸、直線 2x で囲まれた部分の面積は 
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対称性により、求める面積は 
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(注) 

t の値は、 Aにおける法線の傾き
3

1 t
 が、 3 に等しいことから求めてもよい。 
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